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論文内容の要旨

本論文は、筆者が 1991年から現夜まで(株)日立製作所システム開発研究所、ならびに2004年度から現在まで大

阪大学大学院情報科科学研究科マルチメディア工学専攻在学中に行ってきた、流通および金融情報システムにおける

マーケット情報の推定と物流計画に関する研究成果をまとめたものである。

近年、消費市場は成熟期に達して久しく、消費の多犠化が進んでいる。流通業や金融業の各企業では、消費者の晴

好にあった商品を迅速に提供するため、商品の多品種少量化や商品ライフサイクノレの短期化、配送の小口多頻度化へ

の対応を追られている。流通業や金融業を支える情報システムは、大きく分けて、消費者や取引先との受発投を行う

チャネル系と、市場分析や議要予慨などを行う意思決定支援系、販売や物流の現場業務を支援する基幹系、業務に必

要害な資糠として資産、人事や会計を管理する管理系からなる。消費者の晴好にあった商品を迅速に提供するには、特

に、意思決定支援系におけるマーケット情報の把握と、基幹系における物流作業のスピードアップが重要となってい

る。

意思決定支援系のシステムでは、ライフサイクルの短い多様な商品の調達や販売計画の精度を向上するために、マ

ーケット情報をより迅速かっ正確に効率よく推定することが重要である。マ…ケット情報には、消費者のニーズと

要の観点がある。ニーズ、については、多様な好みを抵コストかっタイムリーに推定することが課題である。需要につ

いては、調達に向けた商品単位での需要推定と、販売先決定のための顧客単位での需要推定が課題である。

基幹系のシステムでは、小口多頻度の短期日納品に対志するために、物流の効率化を国る計画立案が重要である。特

に、商品を注文先別に荷揃えするピッキング作業は、自動システム化が進められているが、物流センタ一作業の多く

の時間を依然占めており、効率的な作業のための計画を立案することが課題である。

本論文では、流通および金融情報システムのこれらの課題を賭まえて、マーケット情報推定と物流計画の高精度化

の問的を逮成するための方法を提案する。本論文は、 6:g安から構成されている。

第 1章では、流通および金融情報システムにおけるマーケット情報の推定と物流計額の背景と研究の方針を述べる。

第2章では、流通業の意思決定支援系の市場分析システムにおいて、マーケット情報のーっとして消費者の好みを、

データ収集コストをかけずにタイムリーに推定する方法を提案する。提案方法は、オンライン・ショッピングで得ら
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れる見積り情報を汚用し、見積りを行った商品構成に対して好みの順序を想定した選好順序データを作成し、多属性

効用関数に当てはめ、崩品選好度を推定する。提案方法を実験システムにより評価し、有効性を示す。

第3章では、流通業の意思決定支援系の需要予測システムにおいて、マーケット情報のーっとして商品の、ンェアを

迅速かっ効率的に推定する方法を提案する。まず、全体市場を構成する小売践を似た、ンェア傾向を持つグループ。に分

類し、各グノレープの代表的な小売f苫から売上情報をリアノレタイムにサンプリング収集し、他の小売j苫を含めたマーケ

ットシェアを推定する。提案方法を実際の商品データを用いて検証し、有効性を示す。

第4章では、金融業の意思決定支援系の顧客分析システムにおいて、効果的なセールスのために、マーケット'情報

のーっとして残高増加見込み容を予践する方法を提案する。現場の実務では、データマイニングで顧客情報の全てを

用いてニ予慨することは時間の制約上国難である。提案方法は、収集した顧客情報から顧客の金融行動を表す変数を加

工作成し、情報量利得比により残高増加要国変数を抽出して予誠する。実験により、縫案方法の有効性を示す。

第5章では、流通業の基幹系の物流システムにおいて、ピッキング作業を効率化するため、自動どッキングシステ

ムの運用を計蔵する方法を提案する。提案方法は、複数のピッキング装霞聞の作業を平準化するために、各装置に対

するどッキング作業が均等になるよう商品棚割りを決定する方法と、装置問で注文処理時間に差が出ないよう注文処

理順序を決定する方法とからなる。提案方法の有効性を、シミュレ…ションにより検証する。

第6主主では、結論として本研究で得られた成果を要約し、今後の課題について述べる。

論文饗査の結果の要旨

流通業や金融業の各企業では、消費者の噌好にあった商品を迅速に提供するため、高品の多品種少量化や商品ライ

フサイクノレの短期化、配送のノj、口多額度化への対誌を追られている。このため、流通業や金融業を支える情報システ

ムは、意思決定支援系におけるマーケット情報推定の高精度化と、基幹系における効率的な物流作業のための計画立

案が課題となっている。本論文は、これらの課題を踏まえて、マーケット情報の推定と物流計画の高精度化技術に関

する研究成果を纏めたものである。その主要な成果を要約すると次の通りである。

(1) 消費者の好みを、データ収集コストをかけずにタイムリーに推定する必要があるとしづ課題に対し、オンライ

ン・ショッピングで収集した見積り情報を活用し、見積り街品構成に対して好みの順序を想定した選好)1関序データを

作成し、多長毒性効用関数を用いて、消費者の商品に対する好みを推定する方法を提案している。

(2) 商品のマーケットシェアを迅速かっ効率的に推定するため、全体市場を構成する小完結を似た、ンェア傾向を持

つグループに分類し、各グループの代表的な小売}苫から売上情報をリアルタイムにサンプリング収集し、他の小売躍

を含めたマーケットシェアを推定する方法を提案している。

(3) 残高増加見込み客を予測する際に、データマイニングで顧客情報の全てを用いて予測することは時間の制約上

困難で、あるとしづ課題に対し、顧客清報から顧客の金融行動を表す変数を加工作成し、情報量平u得上とにより残高増加

要罰変数を抽出して予概する方法を提案し、実用時間内で十分な予測精度を得ている。

ほ) 物流で多くの時間を占めているピッキング作業を効率化するために、複数のピッキング装置構の作業を平準化

するために、各装置に対するピッキング作業が均等になるよう商品搬割りを決定する方法と、装置問で注文処浬持詞

に差が出ないよう注文処理順序を決定する方法を提案し、ピッキング処理時間の綬縮を実現している。

以上のように、本論文は流通および金融情報システムにおけるマーケット情報の推定と物流計画において成果を挙

げた先駆的研究として、情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価

値あるものと認める。
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